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　2011 年 3月に起きた東北地方太平洋

沖地震による津波被害を受け、 全国各

地で津波の履歴を知るために津波堆積

物の調査が実施されています。神奈川県

では温泉地学研究所が 2012 年にこの

調査を開始しました。 主な調査地は、 神

奈川県の鎌倉市材木座と三浦市毘沙門

ですが、 私は以前から三浦市小網代で

津波堆積物の調査を行っていました （図

1）。 今回は、 津波堆積物調査の意義と

最近の調査の結果について紹介します。

津波堆積物とは

　津波堆積物は、 どこから運ばれ、 どこ

に堆積するのでしょうか？ 図 2 に、 その

堆積の模式図を示します。 津波は陸地

付近の砂丘砂や河口砂を削り、 堆積物

は波に巻き込まれ、陸地に運搬されます。

沖合の泥や生物も含むこともあります。引

き波の際には、 波の力によって陸の堆積

物が多量に巻き込まれます。 河床の礫
れき

、

岩盤が打ち砕かれた岩片、 植物片や生

物片、 また家や船などが、 外洋に津波

で流されてしまいます。 押し波や引き波

に巻き込まれた堆積物の一部が、 堤間

湿地やラグーンの浅瀬、 潮上帯の湿地

や平地に堆積することがあります。

 

津波堆積物調査の意義

　津波や地震は、 いつ、 どこで、 どのく

らいの規模で、 起こるのでしょうか？ こう

したことは災害予測に必要な情報です

が、 相模湾では、 今なお十分には解明

されていません。 大地震や大津波は、

一般に数十年から数千年の間隔で起き

ますから、 数十年から数十万年という長

い時間軸の中で地震現象を解明し、 災

害に備えることが大切です。 有史以前の

地震・津波の痕跡の情報を集めることも

必要です。

　津波堆積物の痕跡から、過去にどこで、

どのような津波が発生し、 どの程度の災

害が起きていたのかを知ることもできます。

例えば宮城県の仙台平野では、 西暦

869 年の貞観津波による津波堆積物が

調査され、 その分布範囲が 2011年東北

地方太平洋沖地震の浸水域にある程度

で重なることがわかりました。 およそ 1000

年に一度の間隔で、 大規模な津波が押

し寄せていると考えられています。

関東地震による津波履歴とその被害

　吾妻鏡や鎌倉の寺社仏閣の日記を紐

解くと、 相模湾沿岸の地域では、 西暦

1241 年、 1257 年、 1408 年、 1433 年、

1498 年、 1605 年、 1633 年、 1703 年、

1707 年、 1854 年に、 津波または高潮と

考えられる水災害が発生しています。 ま

た 1293 年に鎌倉周辺で約 2 万人の死

者を伴う大地震 が起きたとされています。

この 1293 年の地震が鎌倉時代における

関東地震なのではないだろうか、 という

学者もいます。 鎌倉市役所の浪川氏に

よれば、 この時の地震では、 津波によ

る被害の記録はないとのことです。 ただ、

津波の記載が古文書で見つかっていな

いからといって、 津波が起きていなかっ

たということではないとも浪川氏はおっ

しゃっています。

　では関東地震による津波は、 何回あっ

たのでしょうか？ 三浦半島小網代湾の調

査で、 過去三回の関東地震による津波

の履歴が明らかになりました。 最近の地

震から順番に、 西暦 1923 年大正関東

地震、 1703 年元禄関東地震、 および

1060 年以後 1400 年以前の地震です。

しかし、 一番古い地震が、 歴史時代の

いつ起きたかは、今なお不明です。

　図 3a と 3b に、 1923 年大正関東地震

とその一つ前の 1703 年元禄関東地震に

よる津波の分布を示します。相模湾では、

相模トラフとよばれる場所から、 フィリピン

海プレートが三浦半島がのる陸のプレー

トの下に沈み、 そのプレート境界で関東

地震が繰り返されていると考えられていま

す。 大正関東地震では、 西湘の海岸、

三浦半島、 房総半島はそれぞれ 1.5 m

隆起しました （図 3c）。 また元禄関東地

震では房総半島の南端部の海岸が約

5 m 隆起しましたが、 三浦半島ではたっ

たの 1.5 m しか隆起しませんでした （図

3b）。 津波は、 地殻変動量の分布と相関

があります。 1923 年大正関東地震では

相模湾内で 5 m 以上の津波が観測され

（図 3c）、 1703 年元禄関東地震では房

総半島の外房にまで津波が襲来しました

（図 3d）。

　近現代になると、 機器による津波の観

測記録が残っています。 また多数の目撃

証言もあり、 津波災害の実像が、 破壊

的で、 広範囲におよぶことが明らかにな

りました。

　1923 年大正関東地震 （M7.9） をは

じめ、 2011 年東北地方太平洋沖地震

（M9.0）、 その１年前の 2010 年南米チリ

地震 （M8.8）、 さらに 1960 年チリ地震

（M9.5）、 また 1964 年北米アラスカ地震

（M9.2） は、 太平洋の沿岸のプレート境

界で発生した巨大地震です。 いずれの

地震も、 巨大津波を引き起こしましたが、

神奈川県の被害状況はそれぞれ異なり

ました。

　1923 年大正関東地震の津波災害は甚

大で、 多くの犠牲者がでました。 2011年

東北地方太平洋沖地震では、 幸い犠

牲者の報告はありませんでしたが、 河川

の流路に津波が遡
そ じ ょ う

上し、 住人は慌てて

避難しました。 チリ地震やアラスカ地震

では、 東北地方で人や漁業施設が流さ

れる災害がありましたが、 神奈川での被

害は軽微でした。 このように単に地震の

規模によって津波の被害の大きさが決ま
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図 4.　冬の干潟での調査風景 （左が萬年研

究員， 右が私）． 三浦市水産課の許可を

得ています．

図 2.　津波堆積物の分布の概念図．  

図 5.毘沙門湾奥で採集した津波堆積物と柱状図．

図 3.　1923 年大正関東地震と 1703 年元禄関東地震の地殻変動と津波の高さ .
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るわけではありません。 地震の発生様式

やそれによる災害の規模はさまざまなの

で、 過去の津波被害を参考にしながら、

将来を予測する必要があります。

津波堆積物の調査

　津波堆積物の調査風景を図 4 に示し

ます。 津波堆積物の調査では、干潟の

堆積物を採取し、 津波堆積物と構成物

質を比較します。 高潮や洪水で堆積した

地層と津波堆積物を区別するのは、 大

変に難しい作業になります。 以下、 鎌倉

と毘沙門の調査の概要を示します。

①  鎌倉地区

　鎌倉市材木座では、 1923 年の大正

関東地震が起きる以前に、 沼沢地や田

んぼを宅地化しました。 この地域にある、

いずみ幼稚園、 材木座保育園、 海岸橋

近くの私有地、 ひるがお公園をお借りし

て、 深さ約 5 m のボーリングを実施しまし

た。 その近傍の工事現場からは、 津波

堆積物を含んだ地層も発見されました。

滑川沿いに堆積していた砂丘砂が、 滑

川を遡上した流れによって運搬された痕

跡が認められたのです。 この結果は、 温

泉地学研究所の萬年一剛氏を中心に、

松島義章氏、 松尾宣方氏の協力を得な

がら、 まとめています。

②  毘沙門地区

　三浦半島の南端に位置する毘沙門湾

は、 太平洋に面した小さな湾です。 湾

奥の陸地で深さ 5 m までのボーリング掘

削を行いました。 採取された堆積物は、

上位から下位の順に、 厚さ約 100 cm の

盛土、厚さ 50 cm ～ 90 cm の干潟層（貝

殻片含む砂礫層）および浅海泥底層（砂

質泥層） の三つの層に区分されました。

浅海泥層の中には、 厚さ約 30cm の砂

礫層が認められました（図 5）。砂礫層は、

砂、 貝殻片、 木片が多量に巻き込まれ、

礫の量が多く、 同層の淘汰は悪いのが

特徴です。 基底の砂質泥層は侵食され

ていて、 堆積時におそらく強い流れが

生じていたことが予測されます。 砂礫層

が内湾の浅海泥底に堆積していることか

ら、 強い流れ （掃
そうりゅう

流） は津波であったと

推察されます。

　

　神奈川県温泉地学研究所では、 現在

も津波堆積物の調査を行っています。 し

かし、 津波堆積物が残らない、 または

残る場所を探すのが難しいという問題点

があります。 今年も、 三浦半島や湘南の

沿岸で調査を行いますので、 興味のある

方はお気軽に声をおかけください。




